
平成１７年度試験研究成果書 
区 分 指 導 題 名 スーダングラス、スーダン型ソルガムの肥培管理 

［要 約］ 

 乾物収量を１t/10a得るための窒素必要量はスーダングラスでは 10kg/10a、スーダン型ソルガム
では11kg/10aである。植物体中硝酸態窒素含量を乾物中0.2％以下にするため、牛ふん堆肥３～５
t/10aを施用し、化学肥料の窒素成分は５kg/10a以下とする。 
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1 背景とねらい 
  家畜糞尿を有効に活用でき、栄養収量の高い飼料用トウモロコシの作付面積は、労力不足等の

関係から年々減少する傾向にあり、家畜のふん尿を有効に利用する機会が減少している。また、

採草地では家畜ふん尿を散布する機会が少なく、年３～4回の刈取を行っても年間の乾物収量は

700kg/10a程度である。また、採草地では更新が行われず荒廃している例も見うけられる。 

そのなかで、スーダングラス及びスーダン型ソルガムは牧草と同様に収穫ができ、栽培体系の

中で家畜糞尿の有効利用が可能な一年生飼料作物であることから、草地の更新時におけるこの草

種の肥培管理について検討する。 

2 成果の内容 

(1) 乾物収量を１t/10a得るための窒素必要量は吸収量からスーダングラスでは10kg/10a、スーダン
型ソルガムでは11kg/10aである(図１)。 

(2) 植物体中の硝酸態窒素含有率（乾物中％）は化学肥料の施用量と相関があり、化学肥料の施用
量が５kg/10aを超えると危険値（乾物中0.2％）を上回る（図２）。このことから、化学肥料の

施用量は５kg/10a以下とする。 

(3) たい肥を施用した場合、スーダングラスでは３t/10aでスーダン型ソルガムでは５t/10aで１
t/10a以上の乾物収量が得られる(表１)。 

3 成果活用上の留意事項 

(1) 収穫時期は硝酸態窒素含有率を抑えるため、スーダングラスでは出穂期以降、スーダン型ソル
ガムでは開花期以降とする。 

(2) トウモロコシなど堆肥を長期間連用している圃場においては、土壌からの窒素供給が見込まれ
るため、化学肥料の無施肥栽培でも乾物収量１t/10a以上が確保された事例もある。 

(3) 今回利用したたい肥中の窒素成分は現物中約0.5％であり、乳牛糞および肉牛糞の混合物を1ヶ
月程度堆積したものである。 

(4) 植物体中の硝酸態窒素濃度を低く抑えるために、年１回利用とし、播種時期は５月下旬～６月
上旬とする。 

4 成果の活用方法等 

(1)適用地帯又は対象者等 ： スーダングラスおよびスーダン型ソルガムの栽培を行う畜産農家 
(2)期待する活用効果 ： 自給粗飼料の確保が可能となる   
5 当該事項に係る試験研究課題 
(879)「地域資源活用における乳牛の生涯生産性向上に向けた使用技術の確立」 

（H14～H16、国庫助成，地域基幹） 
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7 試験成績の概要 
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図 １ 　 吸 収 窒 素 量 と 乾 物 収 量 の 関 係 （ H 1 5～ H 1 7 ）

点 線  ：  ｽ ｰ ﾀ ﾞﾝ ｸ ﾞﾗ ｽ
y  =  0 .0 1 2 8 x  -  3 .4 3 5 5

R 2  =  0 .7 7 6

　 実 線  ：  ｽ ｰ ﾀ ﾞﾝ 型 ｿ ﾙ ｶ ﾞﾑ
y  =  0 .0 1 1 5 x  -  1 .1 8 1 8

R 2  =  0 .7 1 4 8

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

0 5 0 0 1 ,0 0 0 1 ,5 0 0 2 ,0 0 0 2 ,5 0 0

乾 物 収 量 (k g / 1 0 a )

吸
収
窒
素
量
(k
g/
1
0
a)

□ ｽ ｰ ﾀ ﾞﾝ ｸ ﾞﾗ ｽ
▲ ｽ ｰ ﾀ ﾞﾝ 型 ｿ ﾙ ｶ ﾞﾑ

図２　化学肥料及びたい肥の窒素施用量と硝酸態窒素含有率の関係

＊　ｽｰﾀﾞﾝｸﾞﾗｽ及びｽｰﾀﾞﾝ型ｿﾙｶﾞﾑともに開花期に刈取実施
　　収量は表1参照
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y = 0.0546x - 0.0495

R2 = 0.8514

実線：ｽｰﾀﾞﾝ型ｿﾙｶﾞﾑ
y = 0.0426x - 0.0121

R2 = 0.548
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表 １ 　 ス ー ダ ン グ ラ ス と ｽ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ 型 ソ ル ガ ム の 栽 培 試 験 結 果

堆 肥 窒 素 成 分 乾 物 収 量 硝 酸 態 窒 素
施 用 量 施 用 量 吸 収 量 利 用 率
ｔ / 1 0 a k g / 1 0 a k g / １ ０ a k g / １ ０ a ％ 乾 物 中 ％

0 0 .0 3 2 9 2 .8 － 0 .0 8 5
H 1 5 0 5 .0 8 3 4 6 .0 6 3 .8 0 . 0 6 5

0 1 0 .0 9 5 9 8 .6 5 8 .0 0 . 4 1 0
化 学 肥 料 区 1 ) 0 1 5 .0 1 , 2 9 2 1 3 .5 7 1 .5 0 . 8 8 0

ス ー ダ ン 0 0 .0 1 ,0 5 7 8 .7 － 0 .3 1 0
グ ラ ス 0 3 .0 1 ,2 1 3 8 .2 ー 0 .1 5 0

H 1 6 0 5 .0 1 , 6 6 6 1 1 .7 5 9 .1 0 . 2 2 3
0 1 0 .0 1 , 4 2 3 1 2 .9 4 1 .5 0 . 8 0 7
0 1 5 .0 1 , 8 4 8 1 7 .1 5 5 .7 0 . 7 2 7
0 0 .0 3 2 9 2 .8 － 0 .0 8 5

堆 肥 区
2 )

H 1 5 1 5 .0 7 2 0 4 .7 3 8 .0 0 . 0 4 5
3 1 5 .0 1 , 2 1 2 7 .9 3 4 .1 0 . 0 4 0
5 2 5 .0 9 0 3 7 .6 1 9 .5 0 . 0 4 5
0 0 .0 4 2 7 3 .3 － 0 .1 1 0

H 1 5 0 5 .0 8 1 3 7 .6 8 5 .2 0 . 1 1 5
0 1 0 .0 1 , 0 8 8 1 1 .7 8 3 .8 0 . 3 3 0

化 学 肥 料 区 1 ) 0 1 5 .0 1 , 1 7 4 1 3 .3 6 6 .3 0 . 3 9 5
ス ー ダ ン 型 0 0 .0 9 5 3 7 .2 － 0 .0 3 0
ソ ル ガ ム 0 3 .0 1 ,3 8 6 1 1 .1 1 0 0 .0 0 . 0 5 3

H 1 6 0 5 .0 1 , 4 9 4 1 4 .3 1 0 0 .0 0 . 1 5 0
0 1 0 .0 1 , 6 3 5 1 4 .5 7 2 .9 0 . 4 6 7
0 1 5 .0 1 , 6 4 3 1 7 .2 6 6 .3 0 . 8 3 3
0 0 .0 4 2 7 3 .3 － 0 .1 1 0

堆 肥 区
2 )

H 1 5 1 5 .0 6 7 2 5 .6 4 4 .7 0 . 0 7 0
3 1 5 .0 9 8 1 6 .7 2 2 .6 0 . 0 0 0
5 2 5 .0 1 , 2 1 2 7 .9 1 8 .5 0 . 0 2 5

　 ＊ 　 H 1 5 は 冷 害 年 で の 栽 培 試 験 結 果 で あ る
１ ） 　 堆 肥 の 施 用 な し
２ ） 　 化 学 肥 料 の 施 用 な し
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